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1．会社紹介/事業紹介



会社概要 3

□社名 株式会社オプテージ

□本社所在地 大阪市中央区城見2丁目1番5号 オプテージビル

□社長 名部 正彦

□設立 1988年4月2日

□資本金 330億円（関西電力100%出資）

□売上高 2,572億円（2023年3月期）

□従業員数 2,870名（2023年4月1日現在）

□主な事業内容 電気通信事業、有線一般放送事業、
情報システム・電気通信ならびに放送に関する
システム開発・運用・保守業務の受託 他



沿革 4



関西電力グループの事業展開 5

 関西電力はグループ戦略の一貫として、情報通信事業を展開



主な事業/サービス内容 6



mineoとは 7



法人・公共向けサービス 8



組織体制 9

コーポレートITシステム部



コーポレートITシステム部の主なシステム 10

業務フロー 営業 申込 契約 設計 工事 請求 運用

コ
ン
シ
ュ
ー
マ

法
人

経営管理 経理・会計処理 人事・労務処理

基幹システム

電気契約・料金
管理システム

MVNO
管理システム

法人系システム
法
人
系

シ
ス
テ
ム

事
故
・
障
害
管
理
シ
ス
テ
ム

基
幹
シ
ス
テ
ム

芯線・設備
管理システム

工事系
管理システム

経営管理システム 会計システム 従業員情報管理システム

基
幹
シ
ス
テ
ム

 オプテージの事業/サービスを担うシステムのため、監視が重要！



監視対象サーバ(本番/検証合わせて約1,000台)

監視システム

JP1マネージャー

基幹システム MVNO管理 工事系管理 法人系

JP1エージェント

監視システム概要 11

システム担当へメール通知

オペレータ監視画面へ連携

JP1イベント

障害検知

 社内システムのサーバの異常を検知/通知する役割
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2．背景、課題



EOL対応によるリプレース 13

 JP1製品のライフサイクルに合わせリプレース検討開始

JP1 v10 標準サポート終了予定
2024/3/31

監視対象サーバ(本番/検証合わせて約1,000台)

監視システム

JP1マネージャー

基幹システム MVNO管理 工事系管理 法人系

JP1エージェント



課題①：エージェントのコスト削減 14

 JP1エージェント1,000台分のライセンスおよび保守契約が必要

 年間コストは1,000万円以上！

 今後も監視対象サーバは増加予定・・・

監視対象サーバ(本番/検証合わせて約1,000台)

基幹システム MVNO管理 工事系管理 法人系

JP1エージェント

保守契約コスト

ライセンスコスト



課題②：エージェントの導入負荷軽減 15

 JP1エージェントは新規監視の都度、メディアからのインストールが必要

 作業調整や手順書整備が運用上の負荷！

メディア

監視対象サーバ(本番/検証合わせて約1,000台)

基幹システム MVNO管理 工事系管理 法人系

JP1エージェント



課題③：リソース情報の可視化 16

 サーバリソースの無駄を無くしたいが・・・

 JP1 パフォーマンス管理製品は可視化に向いておらず、リソース確認方法はシステムごとにバラバラ
監視システムで、共通の仕組みでのリソース情報の可視化が必要！

監視対象サーバ(本番/検証合わせて約1,000台)

基幹システム MVNO管理 工事系管理 法人系

JP1エージェント



課題まとめ 17

課題を把握し要件を洗い出し

課題

エージェントのコスト削減

エージェントの導入負荷軽減

リソース情報の可視化



要件①：各種監視項目の網羅 18

 既存の監視項目を網羅すること

監視項目 既存の監視製品

生死監視 JP1/NNMi

ログ監視 JP1/Base

プロセス監視 JP1/PFM

リソース監視
(CPU、メモリ、ディスク)

JP1/PFM

SNMP Trap監視 JP1/NNMi

＜略称＞

JP1/NNMi：JP1/Network Node Manager i

JP1/PFM：JP1/Performance Management



監視システム

JP1マネージャー

要件②：既存通知連携処理の継続 19

 JP1/IMを利用した既存処理を継続すること

メール通知・連携処理概要

JP1/Base
JP1/PFM
JP1/NNMi

JP1/IM
フィルター条件

自動アクション

通知連携処理

システム担当へメール通知

オペレータ監視画面へ連携

＜略称＞

JP1/IM：JP1/Integrated Management



課題/要件まとめ 20

課題

これらを解決できる製品検討へ

要件

エージェントのコスト削減

エージェントの導入負荷軽減

リソース情報の可視化

各種監視項目の網羅

既存通知連携処理の継続
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3．製品採用の経緯/理由



Zabbixの選定経緯 22

 他部署で採用していたオープンソースの統合監視ソフトウェア「Zabbix」に注目

 システムの監視、アラート通知、パフォ－マンス可視化等において高度な監視を実現

 アシスト社のサポートは監視対象台数に依存しないサポート費用となるため、
現状の監視コストを大幅に削減することが可能
https://www.ashisuto.co.jp/product/category/system-management/zabbix/

■Zabbixによる監視イメージ

https://www.ashisuto.co.jp/product/category/system-management/zabbix/


Zabbixだと・・・ 23

 Zabbixだと要件に難有りだが、課題解決が魅力的・・・

課題

要件

エージェントのコスト削減

エージェントの導入負荷軽減

リソース情報の可視化

各種監視項目の網羅

既存通知連携処理の継続

台数に依存しない費用

OSテンプレートへの組込み

ブラウザでのグラフ提供

SNMP Trap監視が不得手

改修やテスト等が高コスト



JP1/NNMiの継続 24

 SNMP Trap監視をJP1/NNMiで実装し、監視項目を網羅！

監視項目 監視製品

生死監視 Zabbix

ログ監視 Zabbix

プロセス監視 Zabbix

リソース監視
(CPU、メモリ、ディスク)

Zabbix

SNMP Trap監視 JP1/NNMi



Zabbix→JP1連携 25

 アシスト社のZabbixからJP1/IMへの連携ソリューションを採用！

Zabbixで検知したイベントを
JP1/IM2のコンソールへ通知

■連携イメージ

メール通知・連携処理概要

JP1/NNMi

JP1/IM
フィルター条件

自動アクション

通知連携処理

Zabbix



ZabbixとJP1だと・・・ 26

 ZabbixとJP1で全ての項目を満たせる！

課題

要件

エージェントのコスト削減

エージェントの導入負荷軽減

リソース情報の可視化

各種監視項目の網羅

既存通知連携処理の継続

台数に依存しない費用

OSテンプレートへの組込み

ブラウザでのグラフ提供

JP1/NNMiの継続

Zabbix→JP1連携



ZabbixとJP1の組み合わせ 27

Zabbix と JP1 のいいとこ取り！

課題 要件高度な と を、

で解決！
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4．考慮、苦労、工夫点



Zabbix監視テンプレート 29

 テンプレート化による複数監視設定の簡略化

 標準監視項目(生死監視、リソース監視)をテンプレート化し、ホスト登録時に自動リンク

 システム固有の監視項目(プロセス監視、ログ監視)についても、検知設定等をテンプレート化
※システム担当は、プロセス名等のシステム固有の項目を入力

監視
テンプレート

MVNO
管理システム
監視設定

基幹システム
監視設定

法人系システム
監視設定

工事系
管理システム
監視設定



APIでの機能提供 30

 監視抑止/抑止解除の機能をZabbixのAPIを利用して提供

 スクリプトとしてシステム担当に提供し、バッチ処理に組み込むことも可能

監視システム

Zabbixサーバ

監視抑止
抑止解除

監視対象サーバ

スクリプト API



マニュアル整備 31

 Zabbixの監視設定マニュアルを整備

 Zabbixの知識がほとんど無いながらも、アシスト社からのZabbix機能説明による勉強や実機検証で知識を得て、
システム担当へのマニュアル説明を実施

 この文言を追加したほうが良い、このキャプチャがあった方が伝わりやすい等、システム担当の意見を反映

■監視設定マニュアル例



監視対象サーバ(本番/検証合わせて約1,000台)

Ansibleの活用 32

 既存サーバへのZabbixエージェント導入(インストール/セットアップ)はAnsibleで実施し、監視開始直前までを自動化
※Ansible活用はアシスト社で支援

Ansible管理サーバ

Playbook

基幹システム MVNO管理 工事系管理 法人系

Zabbixエージェント自動配布
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5．効果



課題に対する効果(エージェントのコスト削減) 34

課題

エージェントのコスト削減

エージェントの導入負荷軽減

リソース情報の可視化



エージェントのコスト削減 35

 2024年度に1,000万円以上のコストを削減予定！

※1 2021年度検討開始、2022年度と2023年度は現/新監視システム並行稼動期間
※2 年間約30台の新規サーバの監視を想定
※3 ジョブ実行用のJP1は残存



課題に対する効果(エージェントの導入負荷軽減) 36

課題

エージェントのコスト削減

エージェントの導入負荷軽減

リソース情報の可視化



監視対象サーバ

エージェントの導入負荷軽減 37

 ZabbixエージェントをOSテンプレートに組込み、新規導入は不要！

 サーバ1台当たりの調整/インストール時間：2時間→無し

JP1
エージェント

メディア

OS
テンプレート

監視対象サーバ

Zabbix
エージェント

メディア

OS
テンプレート

Zabbix
エージェント



課題に対する効果(リソース情報の可視化) 38

課題

エージェントのコスト削減

エージェントの導入負荷軽減

リソース情報の可視化



リソース情報の可視化 39

■リソースグラフ例

監視対象サーバ(本番/検証合わせて約1,000台)

基幹システム MVNO管理 工事系管理 法人系

Zabbixエージェント

監視システム

Zabbixサーバ

 ブラウザでのリソースグラフを提供し、共通の仕組みでのリソース情報の可視化を実現！
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6．今後の展望



まとめ 41

サーバ約1,000台のシステム監視状況とリソース情報の可視化、
運用負荷やコストの削減という課題を、

Zabbix と JP1 を併用することで解決！



今後の展望 42

 Zabbixを更に活用し、提供機能の拡充

 サーバリソースの最適化の促進

 CPU、メモリ、ディスク等

監視対象サーバ(本番/検証合わせて約1,000台)

基幹システム MVNO管理 工事系管理 法人系

Zabbixエージェント

監視システム

Zabbixサーバ

提供機能拡充

リソース最適化
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